
1984

横
浜
市
関
係

１
―
市
農
業
委
員
選
挙
告
示
、
無
投
票
で
全
員

　
（
八
八
人
）
当
選
決
定
。
▽
市
文
化
顧
問
に
京

都
国
立
近
代
美
術
館
館
長
河
村
倫
明
氏
就
任

２
―
西
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
Ｙ
Ｆ
Ｕ
交
換
留

学
生
の
一
行
、
細
郷
市
長
を
表
敬
訪
問

３
―
M
M
2
1
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
第
一
八
回
Ｓ

Ｄ
Ａ
賞
（
日
本
デ
ザ
イ
ン
協
会
）
に
選
ば
れ
る

４
―
「
横
浜
子
供
科
学
館
」
の
入
場
者
一
〇
万

人
を
超
え
る
。
▽
南
部
方
面
斎
場
計
画
で
隣
接

自
治
会
が
市
都
計
審
に
反
対
署
名
簿
を
提
出

６
―
「
夜
間
地
震
避
難
誘
導
訓
練
」
を
南
消
防

署
・
太
田
地
区
町
内
連
合
会
共
催
で
実
施

７
―
コ
ア
ラ
と
横
浜
市
民
の
会
（
渡
辺
は
ま
子

代
表
）
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定
。
▽
鶴
見

区
通
称
「
ど
ん
ぐ
り
山
」
開
発
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
計
画
に
地
元
住
民
が
工
事
差
し
止
め
仮
処
分

を
横
浜
地
裁
に
申
請
。
▽
日
産
自
動
車
が
金
沢

地
先
に
海
外
研
修
セ
ン
タ
ー
建
設
を
決
定

８
―
第
三
回
少
年
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
一
行
五
五
〇

人
釧
路
港
へ
出
航

1
3
―
第
一
回
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
、
横

浜
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
幕

1
4
―
市
人
事
異
動
、
小
倉
真
弓
企
画
財
政
局
長
、

鈴
木
馨
環
境
事
業
局
長
、
小
畑
義
夫
交
通
局
長

2
0
―
横
浜
市
美
術
館
の
基
本
設
計
発
表

2
4
―
市
防
災
会
議
開
催
、
地
震
対
策
の
一
本
化

な
ど
を
決
定
。
▽
国
鉄
の
岩
崎
常
務
理
事
、

講
演
会
で
Ｍ
Ｍ
新
線
は
地
元
負
担
で
と
述
べ
る

自
治
体
・
国
・
社
会

１
―
'
8
4
国
際
植
生
学
全
日
本
大
会
の

結
団
式
（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
）

▽
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
開
幕
（
～

３
）
。
２
―
県
立
図
書
館
の
全
面
改

装
工
事
終
了
。
▽
コ
ア
ラ
写
真
展
―

コ
ア
ラ
と
横
浜
市
民
の
会
主
催
（
～

７
．
於
高
島
屋
）
。
３
―
気
象
衛
星
「
ひ

ま
わ
り
３
号
打
ち
上
げ
」
。
▽
ロ
ス

五
輪
、
具
志
堅
幸
司
選
手
個
人
総
合

（
体
操
）
で
優
勝
。
５
―
生
命
保
険
文

化
セ
ン
タ
ー
が
全
国
核
家
族
三
千
世

帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
発
表
。
４
―

自
治
省
、
地
方
自
治
体
の
行
革
実
態

調
査
ま
と
め
る
。
８
―
逗
子
市
長
の

リ
コ
ー
ル
手
続
き
開
始
。
９
―
大
河

内
一
男
氏
死
去
（
七
九
歳
）
。
1
0
―
国

鉄
再
建
監
理
委
、
第
二
次
緊
急
提
言

（
分
割
・
民
営
化
等
）
。
▽
文
部
省
、

今
年
度
高
校
進
学
率
発
表
、
九
三
・
九

％
。
1
2
―
厚
生
省
、
国
民
健
康
調
査

発
表
、
国
民
の
八
・
一
人
に
一
人
は

病
気
や
怪
我
。
1
1
―
警
察
庁
が
薬
物

事
犯
摘
発
状
況
（
一
～
六
月
）
発
表
、

覚
せ
い
剤
事
犯
増
加
。
▽
消
防
庁
、

火
災
概
況
発
表
、
焼
死
者
一
三
三
六

人
（
一
～
六
月
）
で
過
去
一
〇
年
で
最

悪
。
1
2
―
ロ
ス
五
輪
、
柔
道
（
無
差
別

級
）
で
山
下
泰
裕
選
手
優
勝
。
1
7
―

国
土
庁
、
全
国
市
町
村
「
将
来
の
地
域

像
に
関
す
る
意
向
調
査
」
発
表
。
▽

孫
文
の
上
陸
記
念
碑
、
金
沢
区
の
慶
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2
7
―
金
沢
区
で
快
適
環
境
づ
く
り
協
議
会
―
環

境
庁
ア
メ
ニ
テ
ィ
計
画
モ
デ
ル
地
区
が
初
会
合

2
9
―
日
照
等
指
導
要
綱
の
緩
和
方
針
決
定

3
0
―
市
、
用
途
地
域
等
見
直
し
素
案
を
市
都
計

審
（
入
沢
恒
会
長
）
に
諮
問

3
1
―
市
、
環
境
管
理
計
画
基
本
事
項
を
市
公
害

対
策
審
議
会
（
松
村
千
賀
雄
会
長
）
に
諮
問
。

▽
ロ
ス
五
輪
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
入
賞
市
内
出
身
選
手
に
市
長
か
ら
感
謝
状

贈
呈
。
▽
市
、
優
良
三
六
請
負
業
者
を
表
彰

１
―
市
都
計
審
、
M
M
2
1
地
区
内
の
冷
暖
房
と

集
中
ゴ
ミ
収
集
の
配
管
計
画
を
了
承
。
▽
六
都

県
市
合
同
防
災
訓
練
実
施

３
―
「
Ｏ
Ａ
ル
ー
ム
」
を
中
央
ビ
ル
に
設
置

８
―
第
四
回
横
浜
マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
受
付

開
始
。
「
一
〇
キ
ロ
の
部
」
二
時
間
で
満
員

1
1
―
百
歳
の
長
寿
者
谷
利
シ
マ
さ
ん
ら
七
人
を

市
長
が
慰
問
。
▽
市
人
事
委
、
職
員
給
与
の
平

均
六
・
〇
一
％
ア
ッ
プ
を
勧
告

1
7
―
帆
船
「
日
本
丸
」
、
運
輸
省
か
ら
横
浜
市

へ
引
渡
し
（
払
い
下
げ
価
格
九
八
〇
〇
万
円
）

1
8
―
市
Ｏ
Ａ
検
討
委
（
座
長
森
谷
産
能
大
助
教

授
）
が
最
終
報
告
書
。
▽
市
職
員
採
用
面
接
試

験
委
員
に
民
間
人
（
元
大
使
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
等
）
六
人
委
嘱
。
▽
戸
塚
区
自
主
研
修
で
区

職
員
二
五
人
が
バ
ス
で
区
内
め
ぐ
り

2
0
―
市
美
術
館
収
集
作
品
展
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

自
治
体
・
国
・
社
会

　
珊
寺
で
除
幕
式
。
2
5
―
労
働
省
技
術

　
革
新
と
労
働
に
関
す
る
調
査
発
表
、

　
Ｏ
Ａ
機
器
導
入
企
業
八
一
・
一
％
。

　
▽
日
本
水
泳
連
盟
名
誉
会
長
田
畑
政

　
治
氏
死
去
（
八
五
歳
）
。
2
8
―
労
働
基

　
準
法
研
究
会
（
石
川
東
大
名
誉
教
授
）

　
が
法
定
労
働
時
間
。
一
日
九
Ｈ
、
一
週

　
四
五
Ｈ
（
現
行
一
日
八
Ｈ
、
一
週
四
八

　
Ｈ
）
等
の
中
間
報
告
書
提
出
。
2
7
―
国

　
鉄
の
五
十
八
年
度
決
算
、
赤
字
（
純
損

　
失
）
一
兆
六
六
〇
四
億
円
。
3
0
―
作

　
家
有
吉
佐
和
子
さ
ん
急
死
（
五
三
歳
）

　
３
―
東
京
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル

　
ム
セ
ン
タ
ー
で
火
災
。
４
―
自
治
省

　
五
十
八
年
度
政
治
資
金
収
支
報
告
書

　
を
公
表
。
５
―
臨
時
教
育
審
議
会
が

　
初
会
合
（
会
長
・
岡
本
前
京
大
学
長
）

　
▽
短
銃
強
奪
射
殺
事
件
の
容
疑
者
広

　
田
元
巡
査
部
長
逮
捕
。
６
―
韓
国
大

　
統
領
歓
迎
宮
中
晩
さ
ん
会
で
「
不
幸

　
な
過
去
が
存
し
遺
憾
」
と
お
言
葉
。

　
７
―
磯
子
区
の
八
八
歳
男
性
が
老
妻

　
を
刺
殺
。
1
0
―
運
転
免
許
人
口
五
千

　
万
人
突
破
（
八
月
末
）
一
六
歳
以
上
の

　
五
四
知
。
1
2
―
Ｉ
Ｍ
Ｆ
年
次
報
告
、

　
世
界
経
済
は
不
況
か
ら
明
る
さ
へ
。

　
▽
防
衛
庁
「
厚
木
基
地
の
代
替
施
設
、

　
半
径
一
五
〇
キ
ロ
圏
に
」
と
構
想
1
3

　
―
国
土
庁
、
「
国
際
都
市
の
育
成
方

　
策
」
に
つ
い
て
発
表
、
「
交
流
か
ら

　
実
利
型
」
へ
重
点
。
1
4
―
長
野
県
西
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月
０１

―
で
開
催
（
～
3
0
）

2
0
―
市
大
・
木
原
研
、
「
横
浜
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
懇
談
会
」
が
初
会
合

2
6
―
市
会
で
新
人
形
の
家
の
建
設
計
画
に
つ
い

て
経
済
局
が
概
容
説
明

2
7
―
ロ
ン
ド
ン
市
長
、
ア
リ
ー
・
ド
ナ
ル
ド
ソ

ン
女
史
、
大
英
国
展
会
場
（
横
浜
高
島
屋
）
で

細
郷
市
長
と
交
歓
。
▽
市
会
、
市
営
定
期
遊
覧

バ
ス
（
六
・
二
％
）
、
観
光
バ
ス
（
平
均
九
％
）

料
金
値
上
げ
可
決
。
▽
南
部
斉
場
の
用
地
面
積

の
件
、
市
会
第
一
委
員
会
、
当
局
説
明
を
了
承

2
8
―
市
会
、
特
別
職
報
酬
条
例
改
正
案
を
可
決

2
9
―
「
港
南
福
祉
ホ
ー
ム
」
開
所
式
（
八
館
目
）

▽
市
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
消
防
職
員
（
第
一

六
期
）
の
卒
業
式
挙
行

2
8
―
路
上
（
磯
子
区
）
放
置
バ
イ
ク
転
倒
に
よ

る
通
行
人
の
負
傷
で
、
横
浜
地
裁
が
バ
イ
ク
の

所
有
者
に
損
害
賠
償
を
命
ず
る

3
0
―
「
横
浜
市
民
休
暇
村
」
建
設
、
南
足
柄
市

で
県
環
境
ア
セ
ス
公
聴
会
開
催
。
▽
山
手
外
人

墓
地
整
備
修
復
工
事
（
～
六
十
年
三
月
）

１
―
市
、
緑
区
に
「
白
山
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
」

建
設
計
画
発
表
。
▽
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
主
催
の
港
湾

開
発
セ
ミ
ナ
ー
（
横
浜
国
際
会
議
場
、
～
８
）

▽
元
町
商
店
街
歩
車
道
整
備
工
事
（
～
七
月
）

２
―
市
会
、
「
非
核
兵
器
平
和
都
市
宣
言
に
関

す
る
決
議
」
可
決
。
▽
市
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
「
情
報
公
開
利
用
」
希
望
六
一
・
一
％
、

利
用
場
所
は
区
役
所
四
七
・
三
％
、
市
役
所
一
八
・
二
％

部
地
震
六
・
九
、
王
滝
村
は
壊
滅
状

態
（
死
者
二
人
、
行
方
不
明
二
七
人
）

1
5
―
総
務
庁
、
「
老
親
扶
養
に
関
す

る
調
査
」
発
表
。
四
人
に
三
人
が
親

と
同
居
望
ま
し
い
（
実
同
居
三
五
％
）

▽
浮
浪
者
襲
撃
事
件
の
二
少
年
、
保

護
観
察
中
に
車
を
盗
み
衝
突
事
故
。

1
7
1
座
間
市
長
に
星
野
勝
司
氏
、
伊

勢
原
市
長
に
永
井
高
夫
氏
当
選
。
1
8

―
逗
子
市
長
リ
コ
ー
ル
署
名
簿
。
市

選
管
へ
提
出
。
1
9
―
自
民
党
本
部
が

過
激
派
の
火
炎
噴
射
で
炎
上
。
2
0
―

元
平
塚
市
助
役
が
収
賄
で
懲
役
二
年

六
月
の
実
刑
判
決
。
2
3
―
総
理
府
、

婦
人
に
関
す
る
世
論
調
査
発
表
。
2
8

―
文
部
省
、
小
学
生
の
学
力
達
成
度

テ
ス
ト
結
果
発
表
。
▽
東
京
地
裁
、

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
「
パ
ッ
ク
マ
ン
」
は

著
作
権
法
の
保
護
対
象
で
あ
る
と
判

断
。
▽
津
久
井
町
議
会
、
「
ラ
ブ
ホ

テ
ル
建
築
規
制
条
例
」
を
可
決
。
2
9

―
経
企
庁
、
国
民
生
活
選
好
度
調
査

発
表
。
現
在
の
生
活
に
満
足
六
四
％

１
―
大
阪
府
、
川
崎
市
の
「
情
報
公

開
」
条
例
施
行
。
▽
神
奈
川
県
基
準
地

標
準
価
格
（
七
月
一
日
現
在
）
公
告
、

地
価
上
昇
率
鈍
化
（
前
年
比
一
・
八

％
）
。
３
―
国
税
庁
、
五
十
八
年
民
間

給
与
実
態
調
査
発
表
、
平
均
年
収
三

二
九
万
円
（
前
年
比
三
％
上
）
税
負
担

率
五
九
・
六
％
。
５
―
大
阪
高
裁
「
浮

気
亭
主
に
も
夫
権
を
認
め
た
」
一
審

４
―
会
計
検
査
院
ヽ
市
立
小
・
中
学
校
の
一
部

で
生
徒
数
が
学
校
基
本
調
査
と
違
う
と
指
摘
。

５
―
帆
船
「
日
本
丸
」
記
念
財
団
の
名
誉
会
長

に
土
光
敏
夫
氏
就
任

６
―
姉
妹
都
市
二
四
周
年
記
念
「
横
浜
フ
ェ
ア
」

等
に
出
席
の
た
め
、
市
長
が
リ
ヨ
ン
市
へ
出
発

８
―
市
消
防
局
職
員
、
住
居
不
法
侵
入
未
遂
容

疑
で
逮
捕
、
懲
戒
免
職
処
分

1
0
―
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
発
足

1
5
―
本
市
が
通
産
省
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
想
モ
デ
ル
地
区
の
一
つ
に
指
定
さ
る

1
6
―
市
下
水
道
財
政
問
題
研
究
会
（
座
長
井
手

国
大
名
誉
教
授
）
、
受
益
者
負
担
の
あ
り
方
等

の
下
水
道
料
金
見
直
し
に
つ
い
て
報
告

1
7
―
市
長
、
「
国
際
熱
帯
木
材
機
関
本
部
」
の

本
市
誘
致
見
通
し
に
つ
い
て
談
話

2
3
―
「
よ
こ
は
ま
緑
の
街
づ
く
り
基
金
」
設

立
。
目
標
額
一
〇
億
円
（
市
―
七
億
五
千
万

円
、
企
業
―
一
億
五
千
万
円
）
五
ヶ
年
計
画

2
5
―
新
交
通
シ
ス
テ
ム
「
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
の
一
部
（
並
木
中
央
～
福
浦
二
・
三
キ

ロ
）
施
工
認
可
（
市
道
〇
・
九
キ
ロ
、
国
道
一
・

四
キ
ロ
）
。
▽
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

四
六
国
代
表
美
女
四
七
人
が
市
長
を
表
敬
訪
問

2
6
―
金
沢
地
先
埋
め
立
て
地
の
工
業
等
制
限
区

域
の
適
用
除
外
期
間
延
長
を
国
土
庁
長
官
に
要

請
。
▽
市
労
連
な
ど
早
朝
ス
ト
実
施

2
7
―
市
行
政
懇
話
会
（
増
田
四
郎
座
長
）
、
区
の

自
主
性
、
主
体
性
強
化
の
「
ま
と
め
」
を
提
出

3
1
―
市
人
事
委
、
昇
任
試
験
一
次
合
格
者
発
表

判
沢
を
覆
す
。
８
―
逗
子
市
会
、
市

長
の
辞
職
に
同
意
。
▽
神
奈
川
県
が

ミ
ス
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
世
界

大
会
の
後
援
を
断
る
。
▽
横
浜
市
特

殊
浴
場
協
会
が
。
他
国
の
名
称
’
使

用
廃
止
を
決
議
。
1
1
―
都
道
府
県
選

管
が
有
権
者
数
を
発
表
、
「
一
票
の
格

差
」
は
衆
議
院
議
員
で
四
・
五
一
倍
。

１
２
―
逗
子
市
長
選
、
三
島
前
市
長
が

立
候
補
表
明
。
▽
グ
リ
コ
・
森
永
脅

迫
事
件
で
森
永
製
菓
が
五
割
減
産
体

制
。
パ
ー
ト
四
五
〇
人
を
自
宅
待
機

に
。
1
3
―
県
立
近
代
美
術
館
（
中
区
・

山
手
）
完
成
。
1
4
―
逗
子
市
長
選
、
武

井
秀
夫
氏
が
出
馬
要
請
を
断
る
。
1
6

―
県
教
委
、
五
十
八
年
度
全
日
制
高

校
の
退
学
者
二
二
二
八
人
で
過
去
最

高
と
発
表
。
1
7
―
逗
子
市
長
選
。
「
緑

と
子
供
を
守
る
会
」
の
富
野
事
務
局

長
が
立
候
補
表
明
。
▽
米
軍
ヘ
リ
。

藤
沢
市
の
境
川
附
近
に
墜
落
。
2
0
―

労
働
省
。
五
十
九
年
度
婦
人
労
働
白

書
発
表
、
主
婦
パ
ー
ト
大
幅
な
伸
び
。

2
2
―
第
二
次
厚
木
基
地
爆
音
訴
訟
、

周
辺
住
民
一
六
一
人
が
横
浜
地
方
裁

判
所
に
提
訴
。
▽
広
島
カ
ー
プ
優

勝
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
長
島
清
幸
選
手
。
2
3

―
ア
キ
ノ
氏
暗
殺
事
件
は
軍
部
の
陰

謀
と
最
終
報
告
、
兵
士
の
身
柄
拘
束
。

2
4
－
県
体
協
が
昭
和
七
十
三
年
に
国

体
を
招
致
す
る
と
決
定
。
3
1
―
イ
ン

ド
の
ガ
ン
ジ
ー
首
相
、
シ
ー
ク
教
徒

・
警
護
員
に
暗
殺
ざ
れ
る
（
6
7
歳
）

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした。*印は日付不確定のため新聞発行日。
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